
＜これまでの授業研究会の課題＞
〇授業者のみの学びに留まってしまいがち
〇参会者にとって、自分事としての捉えが弱くなりがち
→せっかくの機会が学校全体の成長に結び付きにくい

鳴門市林崎小学校

成果と今後の展望

TEAMで取り組み、TEAMで伸びる授業研究
～「一人の学び」から「みんなの学び」へ～
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【授業づくり】
〇指導案をチーム（例：低・中・高学年チーム）で「つくる」
〇教材づくり、教室環境整備をチームで分担
〇模擬授業の実施・ミニ研究会をチームで実施
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①TEAMで授業を「つくる」

分担と共有

②TEAMで授業を「みる」

②TEAMで授業を「考える」

【公開授業】
〇参加者全員が発問見取りシートをもとに、「発問」と「発言」を共通した授業を「みる」視点としてもち、
授業を参観

授業者の負担感の軽減、経験と知恵の伝達、よりよい授業の実現

視点の統一

参観者全員が「発問」と「発言」という共通言語をもとに、自分事として授業を参観

授業中も、一緒に
授業づくりに関わった
研修主任から
即時的アドバイス

今の発問に対する
児童の反応は・・・

＜主発問＞
「どうして広子さんは

伝えると決めたのだろう。」
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授業づくりチーム

【授業研究会】
〇発問見取りシート、思考ツール等を手掛かりとして、さらによりよい授業にするには・・・を「考える」
〇「私は・・・」「私だったら・・・」という「Ｉ（アイ）メッセージ」での発言（自分事としての捉え）

＜徳島型メンター制度Ⅱを導入して＞
〇TEAMで授業を「つくる」
〇TEAMで授業を「みる」
〇TEAMで授業を「考える」
→自分事としての取組、学校全体の学びへ

主体的

参観者の主体的参加の促進、得られた学びの共有、そしてさらによりよい授業の実現へ

私だったら・・・

私たちのグループは・・・

今の意見については・・・

学びが
みんなのものとなる

授業者だけが
負担しなくてよい

チームで授業づくり
↓

チーム全員が
質問に答えられる

参加者チーム

学びの共有・深化

〇TEAMで取り組むことにより、
・授業者の負担感が軽減される
・学びが共有され、学校全体に広がる

〇TEAMで取り組む形を・・・
・他の教科・領域等に適応（汎用性）
・学校の実態等に応じ、カスタマイズ（発展可能性）

持続可能な学校
TEAM Hayasaki

の実現へ
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